
・年間別の推移は、令和３年以降、死傷者数は増加傾向
・月別では、２月～３月と１０月～年末に多発！
・曜日別では、金に多発！
・時間帯は、７～８時台、11時台、17～19時台に多発！
・事故形態別では、横断中（横断歩道）の事故が多発！
・路線別では、名古屋豊山稲沢線、春日井稲沢線、
名古屋祖父江線で多発！
・場所別では、幅員の狭い中、小交差点、単路で多発！
・通行目的では、買物、散歩、登校、出勤、退社が多い
・年齢層別では、40代、70～80代が多い
・60代以降の致死率が高い

２月３月に多発！

【学区別 人身事故発生状況】

【発生場所の分類】

西枇杷島警察署

過去５年間（令和元年～令和５年）に西枇杷島署管内において、歩行者が死傷（229名）した人身交通事故

の発生状況について、分析した結果です。交通安全の教育、広報啓発の資料としてご活用ください。

【年間別の推移】

【曜日別】

【路線別】【時間帯－事故形態別】

【通行
目的】

【年齢層別】

コロナ禍前の水準に！
年末に向け多発！

※ 「小」 5.5ｍ未満、「中」 5.5ｍ以上13.0ｍ以下、「大」 13.0ｍ以上の道路幅員を示す。

ダウンロードはこちら➡

６０代以降の
致死率が高い！

【月別】

働き盛りの４０代注意！

週末の金曜日に多発！

横断中の
事故に注意！ 横断歩道上を

横断中に多発！


